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これらの課題を受け、小諸市では、ただ単に「焼却処分費を無
くすこと」だけではなく、

◆駆除したシカを小諸ブランドのペットフード商品として製造すること
◆働く場（解体施設）を作ることで雇用を生み出すこと

◆「ペットフード関連の企業を小諸に誘致すること」
◆「近隣の市町村で駆除されたシカを回収することで、広域的にシカ処理問題を解決すること」

◆「黒字化した場合、利益を捕獲従事者に還元することで、減少する捕獲従事者の確保・地位の向上に
つなげること」等、多数の戦略をもって、「地方創生」を実現していきます。
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捕獲されたシカは商品化施設へ運
ばれます（写真は商品化施設内の
二次処理室）

職人の手によって解体され精肉に
なります（写真は商品化施設内の
一次処理室）

精肉をミンチ肉にし、ボイル機に
より加熱・殺菌した肉に寒天を加
え、パウチにします。（寒天の配
合・パウチは外部業者が行います）

精肉の一部は金属探知機や放射線
検査器によって安全性が確認され
た後、冷凍されペットフードメー
カーに販売されます。
また、精肉の一部はミンチ肉にし、
加熱・殺菌したのち、真空パック
して小諸ブランドのペットフード
の原料として外部メーカーに製造
を委託します。

※この他に、シカの皮についても販
売し、商品化する計画を進めてい
ます。

商品化までの流れ




